
120.昭和58年度滋賀県下に

おける発掘調査の紹介

その 2

8.陰陽道の呪符出土

大津市大萱 東光寺遺跡

来光ミ~':遺跡 lま従来より白鳳様式瓦やカッ ト グラス椀

片の出土で周知のi立幼:である.このたび、マンション

建設に先立ち、県教育委員会 ・側滋賀県文化財保護協

会によって発線網盗を行った結果、 2時期!のi也事iYt、造

物を検出した。

上層からは、 11世紀後半の掘立総建物2将Rとそれを

回するように人工泌が検出された。建物は 81湖X6間

以上の総柱の南北線と 、4問X3問の総:柱の東西線で、

呪 符

建物方位はそれぞれ磁北に

対して12"-15
0

東へ振って

いる。前者の建物の北京即時

の柱穴からは 2.¥'¥i:のl況符が

出土した。同時にこの建物

のJftil百の雨滋織から桃の果

核がまとまって出土してお

り、陰陽道にもとづく何ら

かの祭犯が行われたことは

隊笑である。これらの建物

の位穴や構内からは、多数

の土問}総 ・黒色土器 ・木総

などが出オょしている。

下層からは、7世紀後半

から 8世紀前半にかけての

柱穴鮮、磁北に対して正方

f立の 3問X3間の総柱の高

床式倉庫 1練(建替 1回)、

井戸、人工織などのi立総と

ともに同時期の須恵総 ・二七

郎総、瓦、鉄線、フイゴの

羽口、各種の金属探 ・木器

が出土した。特に、倉庫E療

の柱穴からは荷札と忽われ

る木簡が、自然小河川湖、か

らは海獣官¥j碕鋭(筏6.4cm)が出えした。また、 8世紀

中頃に築造され、すぐ廃絶した井能組の井戸(内法1

辺 1.1m、殺存4段)の最下層からは殺鳥祭犯と思わ

れる馬骨(下アゴのお半分)が出土した。1t弘に 、 必~

土若号、円而.jjJt、転用』況なども出土しており 、このt遺跡

の性絡め一端を示している。

(側滋賀県文化財保館協会 岡本武慾)

9 石山県塚を発掘 | 

大津市石山寺三丁目 石山貝塚 |

石山貝塚は、琵琶湖から南流する瀬悶川西岸に位置

する石山寺の山門から南方約 100mに存在するわが国

胤指の縄文時代早期(約6000-7000年前)の淡水産貝

塚である。

当貝塚l立、昭和15年に発見され、同16年から35年ま

で計 6回の発掘調交が、平安i勾校 ・京都学芸大学等に

よって笑織された。それらの調査の結来、貝塚の規模

は東西約50m、南北約60mの広範問にわたり 、員!古か

らは石組の炉跡や5体の廊害事人fすがJ検出され、その中

の 1体はヤカドツノガイを切断した貝小玉の要員飾りを

していた。貝j習はセタシジミ ・ナi1タニシを中心とす

る20数極類で形成され、フナ ・コイ ・スッポン ・サル・

イノシシなどの骨もみられ、当時の食生活の線子のー

織がうかがわれた。また、石斧 ・石鍬 ・石匙などの石

総類、骨鉄 ・鹿角斧などの骨角製品や多量の縄文式土

採が出土した。土器は、!習t立関係が明確なことから、

jljl:1i2文 ・息11谷式 ・茅山式 ・粕知|式 ・」ニノ山式 ・入海 I

;t~ .入海IHt・石(11式に分類され、近織地方縄文|時代

貝 層 断 面
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早期の様餓逃跡として注目されるところとなった。

今回の調査は、大津市石山寺観光駐車場とレストラ

ン石柳との境界の邸而の長さ約25m、高さ約 1.6mに

わたって爽施した.層序li表土 ・灰m.色砂質土 ・純貝

層(50-160m).i民土良府(lO-2Ocm)・黒色土(約2仇m)

.褐色土(約2Ocm)・t炎賞絹色土層{無遺物層)である。

泉色土から抑担文・秘谷式の土総片が出土した.調変

革包闘が約 7rrrと緩めて小規模であったせいか顕著な遺

構は認められなかった.

当該地の税tt!!保存が闘継と忠われたので、貝層断箇

の縦2mX綴 2mについて判取り転写工事と調査作業

をVTRに時文録した。

(大i1t布教育委員会背水其彦)

10.切妻大壁造住居等を検出

大津市皇子ヶ丘二丁目 北大津遺跡

北大津遺跡li、IIg和48・49年初Ji!!i，w西大津駅建設及

び周辺総仰事業に伴う発掘剣訟により発見され、弥生

時代末期から務良l時代までの竪穴住居 ・掘立柱建物 ・

鴻状巡械などの遺織に伴って多級多機の造物が出土し

た。遺物中、大j:1!京と関係すると思われる水筒 1点が

みられた点、特に注目されている.

今回の調査地点li、先述の地点と荷援しており、当

遺跡の範凶確認 ・鍵形のh的状追締の性格と大規模集洛

の変遂をfl't認する意味で澗盗を笑施した。

調査の結袋、調査t<t~地全域から 6練の住居跡を検

出した.古l:jl時代Ti~lUIの重量穴住居 l 基 ・ 古領時代後期

( 6 1!!:紀前半)の盟主穴住民 2~ ・ 飛f3時代( 7世紀前

半)の切裂大股巡住居 l棟 ・白l臥l時代(7世紀中禁~

後半)の~穴住居 1 i高・奈良時代の鋸立柱建物(2問

X2間以上) 1械の谷l時代のものである。すなわち、

各l時代の~務跡li .(l官災にこの地l:くまで拡がっているこ

とが判明した。拘tj't時代jjij~UIの住居は 、 前回の縞ヨまの

検出住/8~療の自己世を考えイトわせると中央に広場を有し、

しかも京海系の土3絡を多〈含んでいることが確認され

住居跡検出状況

た.西側丘陵に立地する息子山古杭と北大津泣跡の関

係が注目される.また古境時代後Mの住居と皐子山古

境周辺の山図古噴群などの償穴式石室績との関係も同

様のことがいえる.さらに前回のE局窓で不鮮であった

鍵形の鴻松治機li、大津市穴太 ・滋賀箆に分布する渡

来系氏族の住居と推定される切饗大壁造り住居と考え

られる。したがって、この秘の住居は錦織から滋賀塁

.穴太の範際に集中して所在する特殊な集落と息われ

る。(大i取市教育委只会吉水n:彦)

11.縄文時代後期の住居跡

大津市唐崎四丁目 穴太遺跡

西大津パイパス主I!般に伴う第 3次鯛盗は、現';2次調

査地の南側 (F区)と穴太瓦織の北mlJ(D区)の 2節

所である。 D区l立、よ下 21Mよりなリ、上層で弥生時

代中J切の土郷、下r0でflili文時代iぬJgJの盟問桁基3基と河

川、樹木桜を検出した: F区は 4層の池桃閣があり、

1 -3 j立総面I;J:6世紀末-71!!:紀中頃にかけての集洛

跡であった。調¥4泌総而は縄文時代後期の遺総而で、

前年度に検出された線組リ 16mの大樹般、配石遺構に

述絞するものである。 i必械は、制後地の北隅に来流す

る河)11と、それに通じる支7itが中央部を流れ、河畔に

イチイガシ ・カヤ ・カエデのも討級が検出された.さら

に、予定隅に 4悲の髭穴住賠跡 ・配石遺線 ・土明書状遺織

が見出された.

住居跡i立、直後 5m前後の同形のもの 1基と一辺 5

m前後の隅丸方形のもの3mがあり、幾つかの切合い

により同形から }j形に変化していることが判明した.

うち H去からは石彬、石1m、熔石が出土した。配石遺

鱗l立、中心とそのまわりにl時計の文字銘状に石を配し

ており、朱主主ニt昔語、 ミニチュア土絡が出土した。河川

際にあるゴニ般のうち 2~民は、 iα後80cm深さ 50cmの穴に

下からイチイガシ・ナラ ・クルミ ・ト チの笑を3古め水

の築でやおおったものと 、 IÍ.( l~30cm泌さ 20cmの穴にトチ

の笑だけを絡めたもので、 '/i¥.に水にi伐かつており、シ

l法タ~.，!-~~阿国島;[....~... ι 

住居跡 ・配石i盤情 ・谷川!など
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ブ抜きを鎌ねた貯蔵穴と考えられる。また、 u走から 名称から滋賀郡街の可能性

{立、男女の性磁器を象徴化した木製品がセットで出土 もある。

した。 2.平安時代のう毛銭鋳造遺

この様に当時の自然環境が、そのまま顕現され、し 格

かも I況術力の支配した縄文時代において、経済生活と 当該調査対象地の南端に

精神生活の揚が具体的に明らかにされた点、で極めて注

目すべき内容でゐる。(側滋賀県文化財保吉妥協会

:ト~ 縛i邑 ・ 1~1 川 宮古 ・奈良俊哉)

12.新たに自鳳期の寺院跡を発見

大津市坂本本町字八条 坂本八条遺跡

坂本八粂遺跡は、京阪1((欽石坂k:Jlt坂本j択の東北方約

350mに位置し、大宮川のF緒方約100mにあたる。

大津市坂本I也被li、縄文時代から古約l時代後期の遺

跡と中世:・近世の延磨寺 ・日吉大祉関係の巡糊:・建造

物が符悲し、歴史の:31E震として著名であり 、倍近では

自JTなみ保存地区として注目されている。

当該巡鍬;1ま、従来からまったく予期しない地点での 、

しかも、坂本地区の歴史の空白を埋める逃挑の発見で

あった。すなわち 、白鳳時代(7世紀後半)の滞状遺

械と掘立柱建物(2間X1問)1練と平安i時代末期 (12

世紀後半)の党鎚鋳造巡桝の 2巡・織のことである。

，. 白鳳時代の遺備と遺物

調ヨ接対象地の北側と来lHIJ に鍛~)彩の滞状巡総が検出さ

れた。織の長さ33m、中高3.6m、深さ0.5mを百¥IJるU字

形のものである。機内から紋11-巡華文軒丸瓦15点、1s

狐文i~干平瓦 7 点 、 チLTL .平瓦コンテナ箱約20箱 ・土郎

総 ・須!惹器コンテナ粍i3符iの逃物が出土した。瓦類の

fトち絞弁議雪作文i~f九瓦l立、いわゆる大津京跡推定地に

存在する祭縞寺跡 ・繭滋賀!苑寺 ・図城寺i立跡 ・穴太廃

寺・の四かミ宇と瓦当等比較検討すると製作上の特徴が黙

なっている。 wi立柱建物{立、 5.0mX4.2mをi!lJJ1) 1問

X2聞である。掘り方内から単弁i近吉区・文ff;tL瓦 1点が

出土 した。大j家京阻かミ争と隣接 した当該迂]:紛:との関係

が注目される。また、付・近に郡閥 、 念図事~お:が鎮座し 、
時F・v・三 ..-宅て・専守事事長官ごで警南一・ー

焚鐙鋳造用銀込み施設

おいて、南北 1.7m、東西

1.96mをilJlJる隅丸方形の術1

1杉をもっ土郷が検出された。

採さは検出荷から約'lOcmを

illlJる。土横内からは、党鐙

の鋳型片(竜頭部分他30点)

.錦i率.~えニビ ・ 炭空宇が出土

車干丸瓦

した。土品有hま蘭 lま 、中央郡東西方向に、 IÞ1~0.15mの 2

本の泌があり 、間立識は問形を呈していた。織内四隅に

l主役穴を有する。

この秘の泣総は、現夜、全国で8随所総認され、奈

良時代後半から室町時代のものである。泌i賀県内では、

大津市滋賀塁長尾遺跡、 愛知郡号祭主E町の I降里子正境巡t~、

がある。(大津市教育委員会 吉水真彦)

13.国家鎮護の密教法具を検出

大津市坂本本町延暦寺東港遺跡

比叡山の奥深く山林に図まれた東浴は、延理事寺2主塔

仰l護鮮の中心、として有名である。本調査は防災に伴う

発綴i関空tの 3年自にあたり、今年肢は北谷の一部や大

株主主の周辺を絢3をした。

銀本 ~Þ1主の ~tjl聞の谷筋が北谷であり、急峻な斜1茄地

を切り闘いて平坦封l!をつくり 、各所に平坦地がみられ

「三千坊J と形容された僧.ijjfeJr-があったと思われる。

線路640m訟にある 1 ， 500111'絞の平:llI.丸~に江戸時代中期

の僧坊跡が線訟できた。 71湖X61閉め平面形が凹の字

をなす建物であり 、正而が直線部で商に面する裏側が

コの字才人になっている。そのコの字形にはさまれるよ

うに 4m四方の石組ui:械が線認された。深さ 2m穏で

あり、性;総等については不明である。礎石には平たい

密教法具出土状況
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石の他に五輪地の笠や台1Mを転用 したものを多用して

いる。総物の北jn，と商側には中世の土塁が織っている。

大若草堂周辺部では、昨年}度に引絞き調査を行った結

果、昭和]31年10月11臼消失した前大総会の雨洛ち泌を

検出した。同時に、そのまわりに安鎖法にのっとった

鴎家鋲穫の儀式を行ったと考えられる密教法呉をおさ

めた逃織が隊総された。この逃総は地中約50cmに、地

方一辺80cmの穴を織りその中央4こ天台宗の作法どおり

に、中央に織法を置き、その上からi振を立て五宝を散

らし給法のまわ りに土燥を西日i宣したものである。今回

の調査で 5館所概誌できたが、おそらく作法からみて

った都立の閥|璽八方に況;設したものである。この儀式を

行ゥた11寺其JJについては確定的ではないが、者五永 7年か

l明治42年のどちらかではないかと俄署長できる。時代が

新しいとはいえ、安鎖法の笑態のわかる読:ffiな炎科と

して注目される。

(側1ft;.賀県文化財保縫協会神谷友利)

14.銀象最の鍔を発見

高島町 音 羽 音 羽古墳群

音羽古境若手lま高島町の衛に位置し比良山地の北|浪に

あたる。この古級1洋は 6t11:紀後半から 7世紀初頭にか

けての典盤的村務形劇i却さ峨で会体として約50;!豊から成

る。

今回 、 石穴支彬14号償より i~象i扶が泌された鍔が出

土した。l4"'.j.tnは江戸時代の開聞の際に喰丘を中心に

上梓11鱗jEが彼壊されている。鈎査によって本来1;1縦穴

式行主主であるよとが確認され 、 玄~長さ 4.7m ' 巾1. 8

111、淡遊月]1.3mの鋭桜を有し床蔚iにi扇平な河原石に

よるリllJ:石がみられる。i鍔i止玄室奥i涯の右fRlJで検出され

た。 しかし 、女案内1;1:j従Jr.r.を受けてお り正(i(riな原位i宣

は不明である。古慌の築造iま6世紀後とわから 7世紀で

ある。

銀象Ì1~が施された鍔の発見l主、大刀の鍔として現場

で取 りみげ、

務理室で谷::$:

調査員がこび

り付いた土砂

をすこ しずつ

除去していて、

鍔の表装に i~IJ

巻文を確認し

たところに宮古

まる。そこで、

急きょ元興若干

文化財研究所

保存科学研究

銀象織を有する鍔のX線透過写真 家lニ遺物を持

込みX線透過割程ゴ彩を行うと写真のような iI，~巻文の銀象

欲文様が判明した。鍔lま倒卵形で長後 7c冊、無径 5.5

C師、 l写き 0. 5酬で 6 倒の台jf~透穴をもっ。 iぬ巻文 iま友

巻きで 1回転半を基本とし 3初lみられる。保存のi!!J綴
で巾鎖にも述統imJ毛主文も観察された。

この大刀は現花鍔のみ出土して必 1)柄 ・刀身につい

ては欠娘している。元来{ま同級大刀であったのだろう

と徐被iされる。 大刀としては俄佼刀として使用されて、

古慌の被葬者と共に玄室内に置かれたのであろう。

この調主主によって 、古f皮肉より出土した鉄線類につ

いては一応X線透過縦影を実施し鋭にかくされた資料

をひとつでも多く勉させることの11li姿牲が術悠された。

特に儀飲刀の内の環頭火刀 を有するごとき首長絡の償

基よリ:_u土した大刀については必要潟3益事項であろう。

(筒鳥町教育号委員会 白井忠雄)

15.湖底遺跡で多量の斎串を検出

湖 北 町 尾 上 尾 上遺跡

本調査は、湖北町による農村基盤総合滋備事業に伴

う事前発搬鈎~iである。

当遺跡iま余呉川により形成された三角州の先立請に位

鐙し、現在は陵地化 されているが以前は低淑地であっ

f・
~。
誠重Eの総泉地表下約 4m (桜高82m)より、石敷t監

総 ・瓦敷j立桃が検出さ札た。

石敷逃織は自然石を 3X2mの~闘に不*見rliJ に敷し、

ているが石の上両はほぼ同一レベルである。

瓦数ìft~務 lま後約50cmの縦四に:;P:l~の破片 (-)ll 5 -

10cm) を敷きつめており上聞は聞き減が著しい。

またこの下総背灰色1沙」二部ぞ前中が多量に出土した。

所与lま後3-501のi11i!1唱にl事さ約 5cmで設なって いた。

これらのi立総の性格については湖資総聞がせま〈他

に関巡する逃桃が検出きれなかったため現ギ「不明であ

り今後の創査に期待したい。

(i胡北町教育委員会 山崎清和)

尾上遺跡出土の斎0$
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